
主催 : 日本建築学会農村計画委員会

農村計画委員会春季学術研究会

『住み続露営られる農相の 計画､

被災地習脚か閻能か梨

日時 : 2 0 1 4 年 7 月 1 9 日 ( 土) 1 3 時 0 0 分 ～ 1 7 時 0 0 分

会場 : 東北工業大学
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雷発 表 ･ 討論

固まとめ

東日本大震災から3 年が経過し､ 被災地では移転先の造成工事が進

み ､

一

部 の 地域で災害公営住宅の 入居や集団移転事業の 宅地貸し出し

が開始されてい る｡ 移転によ っ て ､ 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 継承が難 しく

な っ て い る現状を受け止めながらも､ か つ て の住み慣れた環境 ･ 共有

空間や伝統的な生活文化を再評価し ､ 豊かな コ ミ ュ ニ テ ィ の創造を目

指 して ､ 被災者 らに よる模索が各地で行われ て い る
｡

被災地の多くは ､ 農村地域である｡ 沿岸部の風土や文化の違い によ っ

て
､ 多様な地域が 育まれ ､ それが魅力と して価値を高めてきた｡ これ

から の 縮退する社会にあ っ て ､ 人 々 が住み続け られる農相の ある べ き

姿を､ 我々 はどう構築 して い ける のか ｡ 本 シ ン ポ シ ウム で 軋 特級的

な農村の 復興の 婆やそこ に導く計画的手法に つ い て ､ 現場で活躍する

方々 とともに考えて いきた い ｡

岡 田知子 ( 日本建築学会農村計画委眉会委員長､ 西 日本工業大学)

仙台平野部にお ける集団移転事業 ､ 災害公営住宅整備の 現状 (鈴木孝男､ 宮城大学)

コ モ ン ズを介 した災書公営住宅の 展開 ～ 岩沼市玉浦地区の事例から - ( 手島浩之氏 ､
日本建築家協会東北支部)

居久根集落の現地復興まちづくり - 仙台市南蒲生の取組み から ～ ( 榊原進氏 ､
( 特活) 都市デザイ ン ワ

ー ク ス)

環境配慮型住宅 ｢紫波型 エ コ ハ ウ ス
,
｣ の 展開 (竹内昌義氏 ､ 東北芸術 工科大学)

参加と成熟 ～ 公営住宅における住み手主体の設計意思決定と住宅地運営 ～ ( 蛮村力氏 ､ 神奈川 大学)

三橋伸夫 (宇都宮大学)

□参加費 会 員 : 1 0 00 円 会員外 : 1 5 0 0 円 学 生 : 5 0 0 円

ロ 申 し込み先と方法 宮城大学事業構想学部 鈴木孝男

E T

n a i l : S u Z u t a k a @ m y u . a c . j p

｢ 氏 名と所属｣ を記入 の上
､
電子メ ー ル で お申し込み下さい
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